










































































































































⑤竺99笠竺；Jinvivomutationresearch
お問合せ先：

加商株式会社〒103東京都中央区日本橋2丁目14番9号電話03-3276-7676 FAX. 03-3276-7626 
ライフサイエンスグループ ビmail:kskt-ea@mxu. meshnet. or. jp 

変異圃性試験画像籐析支援システム
各種変終原性試験をサポートする画像解析システムをこ町意しておりまt

佑1中料＇hti・戎晨
SCG試験に必要なテータを計測します。

高感度カメラの使用及び画像強調処理により細胞の不鮮明な箇所も計測が可能です。

《計測内容》 《システム構成》 ロ --] ホストPC

高感度カメラ → 、参→言 ノリース

i[:[:M言：：on 画像： 理装置

UDS試験に必要なテータを計測します。

フィルタ処理により画像強調を行ない、核と細胞質の各エリア内グレイン数及び、 NETグレイン数の計測が行なえます。

《計測内容》 《システム構成》
9 9 

●核グレイン数(lエリア）

●細胞質グレイン数(3エリア）

・旧I-ー油Mti叫え’’
小核試験に必要なデータを計測します。

フルカラー画像解析装置に取込まれた画面内の核を抽出し、小核、主核のカウントやサイズを解析できます。

《計測内容》 《システム構成》

●小核カウント

●小核サイズ

●主核カウント

●主核サイズ

、

置装里‘
 

“

処

.9
 
、
r

‘

像

↓

"

画

：
責芦

メ

鏡

力

微

CD

顕

c
 

＊この他にも各種叫り像解析ソフトウェアならびに

特・注ソフトウェアもJKっております。

画像処理装置

専□ェー ロ TVモニタ

ストPC

C-98シリーズ

TVモニタ

ホストPC
PC-98シリーズ

専用言ウェー ロ TVモニタ

開発製造元

（（社日本システムハウス協会会員）

Image TechR 
層ケイオー電子工業株式会社
〒567大阪府茨木市舟木町5番12号 TEL0726-34-1022 

FAX 0726-34-1018 



_ PCA-llD細麒測定システム 1 

穂々のシャーレはもとよ り6穴から96穴よでのプレート内の試料が計測でき ます。

細胞毒性試験 無培養の細胞 プラーク
、¥` ..

無培養の細胞数，生死細胞数，癌細胞・細胞コロニー数からプラーク数等を自動計測

プリントアウト例

〈細胞コロニー数〉
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〈生死細胞数〉

ロ
二層寒天培地、メチルセルロース培地
による癌細胞コロニー数を計測

〈プラーク数〉
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人に対する局所刺激性、急性毒性を
予測する細胞毒性試験

- -It 

主な測定対象試料

• 35~150mmシャーレ
6~96穴プレート

・顕微鏡用スライドグラス

・血球計算盤等

※依託試料の測定を行っております。お気軽にこ相談下さい。
(PCA-11 DSF SYSTEM) 

製造発売元

匪囲システムサイエンス株式会社
本社・工場／〒197東京都福生市福生1253-16

TEL 0425 (52) 5956（代表）

THE KRUMDIECK TISSUE SLICER 
生きた組織の無菌スライスができます。

クルムティーク・ティッシュスライサーは、生化学・

生理学・薬理学・毒物学なとの研究に応用でき、組

織培養のための無菌スライス作成用にテザイン

されています。

●薄い円形のスライスが、5~15繭直径の範囲 ，

で作成できます。

●ボタンを押すだけで、 E~3秒に一枚の割合

で（最高スピードの場合）作成でき、初心者

でも取扱いは簡単です。

●スライスは再現性良く、バラッキもなく60

~lOOOμmの厚さで作成されます。

ラットの肝臓（倍率430X) ラットの腎臓（倍率lOOX)

右の写真はラットの肝臓のスライス（厚さ6Dμmおよび135μm)で、左の写真はラットの腎臓のスライス(135~2DOμm)です。

どちらも切片面の平行性と美しさ（ダメージがない）に注目して下さい。

翁
販売元

ショーシンEM株式会社
〒444-02愛知県岡崎市赤渋町蔵西1番地14（ショーシンビル）

TEL. (0564) 54 -1231番（代表）

FAX. (0564) 54 -3207番



全自薗堵地作咸システム
f ULLY AUTOMATED MEDIA PREPARATION SYSTEM 

MC707P 
コロニーカウンター

全自動培地作成システムは、自動培地分注装置APS450

と新型培地滅菌保温器S9000で構成され、いかなる要求

にも充分に適用できるシステムを初めて市場に出ました。

種火のいらない電子着火式ブンゼンバーナー

ガスフロフィー

•お手持ちのサインペンで使えます。

• X2のレンズにより、コロニーを容易に判別できます。

•カウント数は、見易いLED表示。

•プリンター接続可能（オプション）。

精巧な、多目的デイスペンサー

XY500 

•コンパクト・低価格。

●|Rセンサーによる電子着火。

●ガス配管不要（オプション装着）。

•タイマー／連続点火／フットスイ ッチ切替え付

XY500は、 2方向軸運動を行なうマイクロプロセッサー駆動の

アームがあります。とんな種類の容量分注器（シリンジ、ポンプ、

ペリスタルティックポンプ等）でも楽に使用することができる。

とんな液体サンプルもスピードと正確さで手をわすらわさす分

注することができる。
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•Iii 
〒104 東京都中央区新川2-7-1

TEL (03) 3551-7873 

FAX (03) 3551-7318 

編集後記

本号は， 25周年記念大会（東京大会）の特集号ですが，ご講演の諸先生のご協力を得て

原稿が沢山集まりました．MutationResearchの再編によって大会の英文要旨を Mutation

Researchに出せなくなったため，本誌に titleおよびkeywordsのみを掲載することになり

ました．また，一般論文 2編の投稿もありました．

18巻は 1,2号を 1996年，3号は 1997年の発行となり ましたが，本号を 19巻の 1• 2号

の合本号として発行することにしました．秋には，今年 5月のシンポジウムを含む 3号を

発行する予定です（締切日 7月末日）．一般論文を奮ってご投稿ください．

担当編集委員降旗千恵

編集委員

委員長 石館 晶

委 員 鈴木 潤三

澁谷 徹

太田 敏博

下位香代子

降旗千恵

荒木明宏

複写される方に

本誌（書）に掲載された著作物を複写したい方は，著作

権者から複写権の委託をうけている次の団体から許諾を

受けて下さい。

学協会著作権協議会

〒107東京都港区赤坂9-6-41

社団法人 日本工学会内

Phone: 03-3475-4621 

Fax: 03-3403-1738 
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